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起きよ。光を放て。あなたの光が来て、 

主の栄光があなたの上に輝いているからだ。 

イザヤ書６０章１節 

シオン教会信仰指標～人生が変わる！御言葉の光に照らされて～ 
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礼拝順序 2022 年５月１日 

ピアノ：赤松姉 オルガン：力丸勝子姉 

司会：吉田兄 献身の祈り：利光姉 メッセージ：山﨑師 

 

開会の祈り                                         司会者  

信仰告白           使徒信条・標語聖句唱和 

賛  美             新聖歌 20「主の真実はくしきかな」 

祈  祷     ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

献身の祈り                                   利光 姉  

賛  美            新聖歌 481「祈ってごらん」  

賛  美         コーラス 32「新しい歌を主に」 

聖書朗読           ヨハネによる福音書 8章１‐12 

説  教              「命の光を持つ」             山﨑 師 

祈  祷            恵の感謝と応答の祈り 

聖 餐 式        奉仕者：大谷兄・吉田兄・大熊姉・小松姉 

頌  栄                 「主の祈り」 

祈  祷                                       山﨑 師 

 
 

 

 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈り合っていますか 

 



説教要約 
ヨハネによる福音書 8章 1－12節 

「命の光を持つ」 

 

⓵キリストの弟子＝キリストを証言する者 

 ヨハネによる福音書の著者、イエスの愛弟子ヨハネは「証言」とい

う言葉を繰り返し強調して使っています。例えばサマリヤの女はイ

エス・キリストに出会い、町の人々にイエス様を「証言」しました。そ

して多くの人がイエス様を信じました。（ヨハネによる福音書 5：39）

そして福音書のクライマックスであるイエス様が十字架上で死なれ

た時、それを目撃した者がイエス様の死と復活を証言しました。（同

19：35）イエス様に出会った人たちは何故周囲の人々に“証し”し始

めるのでしょうか？それはその“証言”を受け入れてイエス様を信じ

る人が永遠の命を得る為です。（同 20：31）つまり、著者ヨハネはイ

エス様の弟子とは、イエスの目撃者であり、キリストを証言する者だ

と伝えたいのです。 

 

②命の光を持つ、ということ 

 上記の①を踏まえ、今日の箇所、姦淫の罪を犯した女の話を通じ

てヨハネが伝えたかった事は、彼女もまた、イエス様の証言者だと

言う事です。今日の箇所で大切な事は“人は何（の権威）によって

裁かれるのか？”と言う事です。彼女を取り囲む人々は彼女をさば

く事なく、去って行きました。そしてイエス様の答えは「わたしもあな

たを罪に定めない」です。この言葉の真意は「わたしはだれもさばき

ません（8：15）わたしは唯一の神の権威に従います」と言う事です。

つまりこれが福音です。御子イエスが神のさばきを受ける事を通し

て、全ての人が赦しを受けると言う事です。イエス様の与える血と 

水は人に新しい命を与えるのです。つまり今日の箇所を要約するな

ら、姦淫の罪を犯した女はイエス様が示した永遠の赦しの証言者と

言う事です。そしてイエスが語った命の光を持つと言う事は、イエス

の証言者として赦しの中を生きるということなのです。 

 

⓷イエスの証言者 

 人は何によっても人を裁く事が出来ない。今日の箇所が教えてい

る事です。イエス様の言葉は光です。その光がやみに潜む人間性

をあらわにして行きます。それは自分の正しさを弁明する為に同じ

人間を非難する（さばく）ということです。私達は自分の正当性を証

言し、相手を見下す為に創造されていません。なぜならそんなこと

をしなくても皆尊くて正しいからです。イエス様が本当に教えている

事はやみについてではありません。光についてです（8：12）つまり、

私達が光に導かれていくならば、自分が本当に証言するべき事が

あらわになって行きます。それは自分が赦されてここに在ると言う

事です。私達は自分の手に持つ石を捨てて、命の光を持たなけれ

ばなりません。そしてそれはつまり、イエス様を心の中心に置いて

互いに赦し、愛し合うと言う事です。そしてそれが教会の本来の輝

きを放つ事につながります。神の光に照らされて起き上がって、光

を放つものと変えられて参りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 


